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TOPICS

ら
れ
る
一
方
、
水
産
資
源
の
変
動
や
赤
潮
の
発
生
な
ど
自

然
環
境
の
変
化
に
加
え
、
燃
油
や
資
材
価
格
の
高
騰
な

ど
の
影
響
に
よ
り
、
難
し
い
課
題
に
直
面
し
て
お
り
ま
す
。

　

こ
う
し
た
中
、
県
で
は
、
長
崎
県
水
産
業
振
興
基
本

計
画
を
策
定
し
、
十
年
先
を
見
据
え
な
が
ら
、
長
崎
県

が
有
す
る
多
様
な
水
産
資
源
や
産
業
の
強
み
を
生
か
し
、

水
産
業
の
持
続
的
な
発
展
と
活
性
化
に
向
け
た
施
策
を

推
進
し
て
お
り
ま
す
。「
食
」
は
、
本
県
の
大
き
な
魅

力
で
あ
り
、
な
か
で
も
水
産
物
は
、
長
崎
県
の
豊
か
な

自
然
環
境
と
長
い
歴
史
の
中
で
培
わ
れ
て
き
た
重
要
な

資
源
で
す
。
県
と
し
て
は
、
長
崎
の
水
産
物
を
は
じ
め

と
す
る
豊
か
な
食
材
を
、
買
う
、
味
わ
う
、
体
験
す
る

と
い
っ
た
様
々
な
場
面
で
多
く
の
方
々
に
届
く
よ
う
取

り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
併
せ
て
、
地
域
の
水
産

業
を
将
来
に
わ
た
り
継
続
し
て
い
く
た
め
、
水
産
業
の

担
い
手
の
確
保
と
し
て
、
意
欲
あ
る
人
材
を
「
引
き
つ

け
る
」「
育
て
る
」「
離
さ
な
い
」
の
三
つ
の
要
素
を
コ
ン

セ
プ
ト
に
、
誰
も
が
挑
戦
し
や
す
い
環
境
を
整
え
、
就

業
の
促
進
や
定
着
を
進
め
る
こ
と
で
、
収
益
性
の
高
い

水
産
業
の
実
現
と
浜
の
活
性
化
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

こ
う
し
た
取
組
を
推
進
す
る
た
め
に
は
、
様
々
な
関
係

の
皆
様
が
思
い
を
一
つ
に
連
携
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ

り
、
浜
の
中
核
組
織
と
し
て
漁
業
者
の
皆
様
を
支
え
る

漁
協
の
果
た
す
役
割
は
ま
す
ま
す
重
要
と
な
っ
て
ま
い

り
ま
す
。
貴
会
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
漁
協
の
経
営
基

盤
の
強
化
や
組
織
再
編
な
ど
、
よ
り
一
層
の
ご
尽
力
を

賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

（
紙
面
の
関
係
上
、
一
部
割
愛
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お

り
ま
す
。）

【
髙
平
会
長
挨
拶
】

　

漁
業
を
取
り
巻
く
環
境
は
、
国
際
情
勢
の
不
安
定
化
に

よ
る
燃
油・資
材
価
格
へ
の
影
響
に
加
え
、
漁
業
者
の
減
少
、

人
手
不
足
な
ど
、
大
変
厳
し
い
状
況
が
続
い
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
中
、
今
後
の
水
産
業
に
お
い
て
は
、
資

源
の
保
護
と
適
切
な
管
理
を
進
め
な
が
ら
、
水
産
業
の

持
続
的
な
発
展
と
漁
業
経
営
の
安
定
を
い
か
に
実
現
し

て
い
く
か
が
重
要
な
課
題
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

長
崎
県
産
の
天
然
魚
や
養
殖
魚
は
、
品
質
の
高
さ
と

安
全
・
安
心
な
水
産
物
と
し
て
、
全
国
各
地
で
取
り
扱

わ
れ
て
お
り
ま
す
。
本
会
と
い
た
し
ま
し
て
も
、
県
内

各
事
業
所
を
通
じ
た
情
報
収
集
・
情
報
発
信
を
強
化
す

る
と
と
も
に
、
販
売
力
の
向
上
に
取
り
組
み
、
長
崎
県

産
水
産
物
の
価
値
を
高
め
、
漁
業
者
の
所
得
向
上
に
つ

な
げ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

本
年
度
は
令
和
９
年
度
か
ら
令
和
11
年
度
ま
で
の
次

期
中
期
経
営
計
画
を
策
定
い
た
し
ま
す
。
漁
業
を
取
り

　

総
会
は
、
正
会
員
64
会
員
中
63
会
員
が
出
席
し
、

髙
平
会
長
の
開
会
挨
拶
の
あ
と
、
来
賓
と
し
て
平
田

知
事
（
中
尾
副
知
事
代
理
出
席
）
よ
り
ご
祝
辞
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

議
長
に
は
、
大
村
湾
漁
協
の
松
田
組
合
長
が
選
出
さ

れ
、
全
議
案
は
原
案
通
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

欠
員
で
あ
っ
た
監
事
に
、
豊
玉
町
漁
業
協
同
組
合　

中

島
組
合
長
が
就
任
し
ま
し
た
。

【
知
事
祝
辞
】

　

長
崎
県
の
水
産
業
を
取
り
巻
く
環
境
は
、
近
年
、
漁

業
生
産
額
が
回
復
基
調
を
示
す
な
ど
明
る
い
兆
し
が
見

　

さ
る
令
和
８
年
６
月
11
日
（
木
）
第
100
回
（
通

常
第
78
回
）
総
会
を
開
催
し
、
令
和
７
年
度
決
算
、

令
和
８
年
度
事
業
計
画
等
に
つ
い
て
協
議
し
、
全

議
案
と
も
原
案
通
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

総
務
指
導
部
　
総
務
課

本
会
通
常
総
会
開
催
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巻
く
構
造
的
課
題
に
正
面
か
ら
取
り
組
み
、
将
来
に
わ

た
り
会
員
の
皆
様
の
負
託
に
応
え
ら
れ
る
組
織
を
目
指

し
て
、
役
職
員
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
ん
で
ま
い
る
所

存
で
あ
り
ま
す
。
会
員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
も
、

相
互
扶
助
の
精
神
の
も
と
、
本
会
事
業
へ
の
よ
り
一
層

の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。令

和
７
年
度
事
業
報
告

【
決
算
の
概
要
】

　

令
和
７
年
度
の
取
扱
高
に
つ
い
て
は
、
海
洋
環
境
や

生
態
系
の
変
化
に
よ
る
不
漁
の
影
響
に
よ
り
、
計
画

２
５
０
億
円
に
対
し
計
画
達
成
率
91
％
の
２
２
９
億
円

と
な
り
ま
し
た
。

購
買
事
業　
　

計
画
比
97
％

　

石
油
類
に
つ
い
て
は
、
主
力
で
あ
る
Ａ
重
油
は
、
８

月
以
降
カ
ツ
オ
船
向
け
の
取
り
扱
い
が
増
加
し
た
一
方

で
、
春
先
か
ら
好
調
で
あ
っ
た
煮
干
加
工
原
魚
や
イ
カ

釣
漁
の
水
揚
げ
が
減
少
し
た
影
響
に
よ
り
、
計
画
並
み

の
実
績
と
な
り
ま
し
た
。
資
材
に
つ
い
て
は
、
主
力
で

あ
る
包
装
資
材
が
、
イ
カ
類
の
不
漁
の
影
響
で
取
り

扱
い
が
減
少
し
ま
し
た
。
ま
た
、
漁
網
類
・
養
殖
資
材

を
除
く
他
の
資
材
類
に
つ
い
て
も
取
り
扱
い
が
減
少
し
、

計
画
を
下
回
り
ま
し
た
。

販
売
事
業　
　

計
画
比
85
％

　

買
取
鮮
魚
に
つ
い
て
は
、
天
然
魚
は
、
イ
カ
類
や
ブ

リ
は
増
加
し
た
も
の
の
、
マ
ア
ジ
・
ア
カ
ム
ツ
・
シ
イ

ラ
な
ど
の
水
揚
げ
が
少
な
く
取
り
扱
い
が
減
少
し
ま
し

た
。
養
殖
魚
は
、
ヒ
ラ
マ
サ
の
取
り
扱
い
は
増
加
し
ま

し
た
が
、
ク
ロ
マ
グ
ロ
に
つ
い
て
、
昨
年
同
様
に
天
然

魚
が
多
か
っ
た
こ
と
で
動
き
が
悪
く
、
取
り
扱
い
が
減

少
し
、
計
画
を
下
回
り
ま
し
た
。

　

海
藻
類
に
つ
い
て
は
、
フ
ノ
リ
類
は
水
揚
げ
が
好
調

で
取
り
扱
い
が
増
加
し
ま
し
た
が
、
煮
干
に
つ
い
て
は
、

カ
タ
ク
チ
イ
ワ
シ
の
水
揚
減
少
の
影
響
が
大
き
く
、
計

画
を
下
回
り
ま
し
た
。

製
氷
・
冷
凍
・
冷
販
事
業　
　

計
画
比
91
％

　

製
氷
に
つ
い
て
は
、
夏
場
の
水
揚
増
加
や
記
録
的
猛

暑
の
影
響
で
海
氷
の
需
給
逼
迫
が
生
じ
、
大
型
旋
網
船

へ
の
積
込
制
限
を
行
っ
た
も
の
の
、
10
月
か
ら
２
月
に

か
け
て
サ
バ
の
水
揚
げ
が
続
き
、計
画
を
上
回
り
ま
し
た
。

　

冷
凍
に
つ
い
て
は
、
飼
料
用
で
旋
網
物
の
イ
ワ
シ
・

サ
バ
の
他
、
定
置
網
で
水
揚
げ
さ
れ
た
雑
魚
の
凍
結
を

中
心
に
行
い
ま
し
た
。
秋
口
か
ら
水
揚
げ
さ
れ
る
ト
ビ

ウ
オ
・
シ
イ
ラ
が
不
漁
と
な
っ
た
こ
と
や
、
10
月
か
ら

サ
バ
が
豊
漁
だ
っ
た
も
の
の
、
加
工
原
料
向
け
に
高
単

価
で
推
移
し
た
こ
と
で
取
り
扱
い
が
伸
び
悩
み
、
計
画

を
下
回
り
ま
し
た
。

　

営
業
に
つ
い
て
は
、
天
然
魚
は
量
販
店
向
け
に
イ
サ

キ
・
ブ
リ
・
ア
ジ
・
サ
バ
を
中
心
に
販
売
し
ま
し
た
。

養
殖
魚
は
ブ
リ
や
ヒ
ラ
マ
サ
の
販
売
を
量
販
店
向
け
に

積
極
的
に
行
い
、
年
末
に
は
フ
ィ
レ
加
工
分
と
し
て
約�

８
，０
０
０
本
、
ラ
ウ
ン
ド
出
荷
分
と
し
て
約
４
，０
０
０

本
の
販
売
を
行
い
計
画
並
み
の
実
績
と
な
り
ま
し
た
。

加
工
事
業　
　

計
画
比
92
％

　

冷
凍
加
工
に
つ
い
て
は
、
天
然
ブ
リ
・
イ
サ
キ
・
マ

ダ
コ
な
ど
の
加
工
を
行
い
、
生
協
を
中
心
に
販
売
に
取

り
組
み
ま
し
た
。
ま
た
、
養
殖
ブ
リ
・
養
殖
ヒ
ラ
マ
サ

な
ど
の
加
工
を
請
け
負
い
、
工
場
稼
働
に
努
め
ま
し
た
。

製
品
加
工
に
つ
い
て
は
、
生
協
や
学
校
給
食
向
け
に
煮

干
や
ワ
カ
メ
を
中
心
に
取
り
扱
い
ま
し
た
。
煮
干
の
原

料
で
あ
る
カ
タ
ク
チ
イ
ワ
シ
や
ワ
カ
メ
の
水
揚
が
少
な

く
、
価
格
が
高
騰
し
、
在
庫
の
確
保
が
困
難
な
状
況
が

続
き
、
計
画
を
下
回
り
ま
し
た
。

令
和
８
年
度
事
業
計
画

　

指
導
事
業
部
門
と
経
済
事
業
部
門
の
両
輪
に
お
い
て

連
携
し
収
益
性
向
上
を
目
指
し
、
安
定
的
な
事
業
運
営

へ
と
結
び
つ
け
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
本
年
は
設
備

面
に
お
い
て
、
将
来
に
向
け
会
員
の
負
託
に
応
じ
ら
れ

る
よ
う
、
老
朽
化
し
た
既
存
施
設
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
に

向
け
本
格
始
動
い
た
し
ま
す
。

　

総
取
扱
高
２
４
６
億
円
の
計
画
達
成
に
向
け
て
、
役

職
員
一
丸
と
な
っ
て
精
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

『
新
監
事
の
ご
紹
介
』

　

豊
玉
町
漁
業
協
同
組
合　

巻 頭 本会通常総会開催

中島　重幸組合長
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GYOREN NEWS

●
第
５
分
科
会（
多
面
的
機
能・環
境
保
全
部
門
）

　

佐
世
保
市
相
浦
漁
協
青
年
部　

高
島
支
部

�

江
口　

一
正　

氏

「
令
和
の
漁
師
の
島
お
こ
し
～
「SLO
W

　

ISLA
N
D
 

高
島
」小
さ
な
島
の
大
き
な
一
歩
～
」

１
．
地
域
の
概
要

　

佐
世
保
市
相
浦
漁
業
協
同
組
合
は
、
日
本
本

土
最
西
端
の
長
崎
県
佐
世
保
市
の
中
央
部
に
位

置
し
、
五
島
灘
に
面
し
て
い
る
。
ま
た
、
佐
世

保
市
北
西
部
に
位
置
す
る
大
小
２
０
８
の
離
島

と
複
雑
な
入
り
江
を
有
す
る
「
九
十
九
島
」
の

南
部
に
も
位
置
し
て
お
り
、
多
様
で
豊
か
な
水

域
環
境
を
有
し
て
い
る
。
私
が
住
む
高
島
町
は
、

九
十
九
島
の
有
人
島
で
２
番
目
に
大
き
い
島
で

あ
り
、
相
浦
港
か
ら
フ
ェ
リ
ー
に
乗
っ
て
20
分

程
度
で
行
く
こ
と
が
で
き
る
。

２
．
漁
業
の
概
要

　

佐
世
保
市
相
浦
漁
業
協
同
組
合
は
、
令
和
７

年
３
月
31
日
時
点
で
正
組
合
員
２
０
４
名
、
准

組
合
員
１
８
１
名
、
計
３
８
５
名
で
あ
り
、
令

和
６
年
度
の
水
揚
量
は
約
２
万
６
千
ト
ン
、
水

揚
金
額
は
約
71
億
円
で
あ
る
。
豊
か
な
水
域
環

境
を
活
か
し
、
ま
き
網
や
養
殖
、
ご
ち
網
、
一

本
釣
、
さ
し
網
、
採
介
藻
な
ど
、
多
種
多
様
な

漁
業
種
類
が
営
ま
れ
て
い
る
。
高
島
地
区
に
お

い
て
は
、
い
か
釣
り
、
ご
ち
網
、
採
介
藻
を
中

心
と
し
た
沿
岸
漁
業
や
、「
九
十
九
島
か
き
」

の
貝
類
養
殖
等
が
盛
ん
に
行
わ
れ
て
い
る
。

３
．
組
織
と
運
営

　

同
組
合
青
年
部
は
、
昭
和
54
年
に
設
立
さ
れ
、

大
崎
、
高
島
、
浅
子
の
３
つ
の
支
部
に
分
か
れ

て
い
る
。
部
員
は
40
歳
以
下
で
構
成
さ
れ
、
ま

き
網
漁
業
に
従
事
す
る
若
手
を
中
心
に
64
名
が

所
属
し
、
県
内
の
青
年
部
の
中
で
も
活
発
に
活

動
し
て
い
る
組
織
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、

私
た
ち
の
高
島
支
部
で
は
、
高
齢
化
に
よ
り
青

年
部
員
は
年
々
減
少
し
て
お
り
、
現
在
は
４
名

で
活
動
し
て
い
る
。

４
．
課
題
選
定
の
動
機

　

高
島
町
で
は
人
口
減
少
と
高
齢
化
が
急
速
に

進
み
、
平
成
25
年
か
ら
令
和
５
年
ま
で
の
10
年

間
で
人
口
は
１
８
５
人
か
ら
１
５
０
人
へ
減
少

し
た
。
令
和
７
年
時
点
で
は
人
口
１
３
８
人
、

そ
の
半
数
近
く
が
漁
業
関
係
者
と
い
う
「
漁
業

の
島
」で
あ
る
。
し
か
し
、漁
業
の
衰
退
に
加
え
、

下
水
道
や
通
信
環
境
の
未
整
備
、
本
土
と
の
交

通
制
約
な
ど
生
活
環
境
の
課
題
も
多
く
、
島
民

の
間
に
は
閉
塞
感
が
広
が
っ
て
い
た
。「
誰
が

最
後
の
島
民
に
な
る
の
か
」
と
語
ら
れ
る
ほ
ど

危
機
感
が
高
ま
る
中
、
株
式
会
社A

C
S

の
重

村
社
長
が
中
心
と
な
り
、
令
和
５
年
に
島
民
主

体
の
地
域
活
性
化
組
織
「ESPO

」
を
設
立
し

た
。
若
手
漁
業
者
も
参
加
し
、
島
の
課
題
解
決

と
未
来
づ
く
り
に
取
り
組
む
中
で
、
私
自
身
も

島
の
危
機
を
「
自
分
事
」
と
捉
え
る
よ
う
に
な

り
、
高
島
の
漁
師
が
生
き
残
る
た
め
の
島
お
こ

し
に
本
気
で
取
り
組
む
決
意
を
固
め
た
。

５
．
取
組
と
成
果

　
（
１
）「
高
島
の
漁
師
」
を
観
光
資
源
へ

　

高
島
の
強
み
は
や
は
り
「
漁
業
」
だ
が
、
こ

「第31回全国青年・女性漁業者交流大会」
…………………………………………………… 長崎県漁協青壮年部連合会

　

本
記
事
で
は
、
４
月
号
に
も
掲
載
し
て

い
る
３
月
に
実
施
し
た
標
記
交
流
大
会
に

お
い
て
発
表
さ
れ
た
、
江
口
氏
の
取
組
に

つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。
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れ
ま
で
と
同
じ
く
「
獲
っ
て
売
る
」
だ
け
で
は
、
島
と

漁
業
の
衰
退
と
い
う
現
状
は
打
破
で
き
な
い
。
私
た
ち

が
目
指
す
の
は
、
漁
師
や
魚
、
自
然
環
境
と
い
っ
た

強
み
を
持
つ
漁
業
の
島
を
「
ま
る
ご
と
売
る
」
観
光

だ
。
し
か
し
、
決
し
て
大
き
い
島
で
は
な
い
。
島
の
暮

ら
し
や
自
然
を
守
り
な
が
ら
、
持
続
可
能
な
形
を
模
索

し
た
結
果
、「
今
あ
る
価
値
」
を
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ

し
、
質
を
重
視
す
る
ハ
イ
エ
ン
ド
層
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と

し
た
高
単
価
な
観
光
事
業
を
目
指
す
こ
と
に
し
た
。
そ

の
名
も
「
高
島
グ
ラ
ン
フ
ィ
ッ
シ
ン
グ
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」。
漁
業
や
漁
師
め
し
、
高
島
の
自
然
、
個
性
豊
か

な
漁
師
た
ち
を
価
値
あ
る
観
光
資
源
と
位
置
付
け
、「
当

た
り
前
の
島
の
日
常
」
＝
「
訪
れ
る
人
へ
の
価
値
あ
る

異
日
常
空
間
と
時
間
」
と
し
て
推
進
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
（
２
）
子
ど
も
た
ち
が
誇
り
を
持
て
る
島
へ

　

観
光
事
業
を
通
じ
て
島
が
潤
っ
て
い
く
こ
と
も
重
要

だ
が
、
そ
れ
は
、
こ
の
先
も
島
に
「
人
」
が
い
な
け
れ

ば
意
味
が
な
い
。
私
の
一
番
の
願
い
は
、
１
人
の
親
と

し
て
、
自
分
の
子
ど
も
が
大
人
に
な
っ
た
と
き
に
、
豊

か
な
島
を
残
し
た
い
。
そ
し
て
、
子
ど
も
た
ち
に
も
、

生
ま
れ
育
っ
た
高
島
に
誇
り
を
持
っ
て
も
ら
い
た
い
。

私
た
ち
は
、
島
内
の
子
ど
も
た
ち
が
地
域
内
外
と
の
交

流
を
通
じ
、
様
々
な
繋
が
り
を
持
ち
な
が
ら
郷
土
愛
を

育
め
る
よ
う
な
取
組
を
推
進
し
て
お
り
、
高
島
沿
岸
ク

リ
ー
ン
作
戦
や
高
島
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
、
他
県
の

子
ど
も
た
ち
と
の
相
互
交
流
等
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

６
．
波
及
効
果

　

様
々
な
事
業
に
取
り
組
ん
で
い
く
中
で
、
人
と
繋

が
っ
て
い
く
こ
と
の
重
要
性
に
気
付
か
さ
れ
た
。
島
の

中
だ
け
で
生
活
し
て
い
る
と
閉
鎖
的
に
な
り
、
知
ら
な

い
人
が
来
る
こ
と
や
変
化
に
抵
抗
を
感
じ
る
島
民
も
少

な
か
ら
ず
存
在
す
る
。
し
か
し
、
無
人
島
に
な
る
か
の

危
機
が
迫
る
中
、
行
動
を
起
こ
さ
な
け
れ
ば
何
も
変
わ

ら
な
い
。
こ
れ
ま
で
の
一
番
の
成
果
は
、
島
民
が
「
諦

め
」
を
「
行
動
」
に
変
え
、「
大
き
な
一
歩
」
を
踏
み

出
し
た
こ
と
だ
。
私
た
ち
が
、
行
政
頼
り
で
は
な
く
自

ら
考
え
実
行
し
、
自
立
を
目
指
す
か
ら
こ
そ
、
行
政
の

力
強
い
後
押
し
が
得
ら
れ
た
。

７
．
今
後
の
課
題
と
計
画

　

高
島
の
課
題
は
、
観
光
事
業
に
よ
る
利
益
が
ま
だ
十

分
に
出
て
い
な
い
こ
と
と
、
新
た
な
取
組
に
対
す
る
島

民
の
不
安
や
反
対
意
見
が
存
在
す
る
こ
と
で
あ
る
。
こ

れ
を
解
決
す
る
た
め
、
令
和
８
年
度
か
ら
観
光
事
業
を

本
格
始
動
さ
せ
る
計
画
を
進
め
て
い
る
。
本
土
に
近
い

離
島
と
い
う
立
地
を
活
か
し
、
テ
ー
マ
パ
ー
ク
や
宿
泊

施
設
と
連
携
し
た
日
帰
り
ツ
ア
ー
に
よ
っ
て
集
客
を
図

る
。
ま
た
、
宿
泊
施
設
整
備
も
進
め
、
島
内
で
の
消
費

拡
大
を
目
指
し
て
い
る
。

　

さ
ら
に
、「
高
島
グ
ラ
ン
フ
ィ
ッ
シ
ン
グ
」
で
は
、

魚
だ
け
で
な
く
「
漁
師
」
と
「
島
」
を
一
体
の
価
値
と

し
て
発
信
す
る
新
し
い
漁
業
の
形
を
目
指
し
て
い
る
。

「
江
口
一
正
が
獲
っ
た
魚
を
、
こ
の
高
島
で
食
べ
る
こ

と
」
に
価
値
を
持
た
せ
、
観
光
と
漁
業
を
結
び
付
け
る

こ
と
で
、
水
産
物
の
ブ
ラ
ン
ド
化
や
漁
師
の
新
た
な
収

益
確
保
に
つ
な
げ
た
い
と
考
え
て
い
る
。
そ
し
て
、「
高

島
の
漁
師
は
か
っ
こ
い
い
仕
事
だ
」
と
若
い
世
代
が
誇

れ
る
環
境
づ
く
り
を
目
指
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
島
民
の
意
見
の
違
い
に
つ
い
て
は
、
若
手
漁

師
が
行
動
で
示
し
な
が
ら
理
解
を
広
げ
て
い
く
考
え
で

あ
る
。加
え
て
、「
今
あ
る
価
値
」を
大
切
に
す
る
ス
ロ
ー

シ
テ
ィ
認
証
の
取
得
も
進
め
て
お
り
、
持
続
可
能
な
島

づ
く
り
を
国
内
外
へ
発
信
し
て
い
く
。
高
島
の
挑
戦
は
、

日
本
中
の
漁
村
が
抱
え
る
課
題
へ
の
先
駆
的
な
取
組
で

あ
り
、「
今
や
れ
る
こ
と
は
全
部
や
る
」
と
い
う
覚
悟

で
未
来
へ
挑
戦
し
て
い
る
。
本
発
表
を
通
し
て
、「
自

分
た
ち
も
ま
ず
一
歩
踏
み
出
し
て
み
よ
う
」
と
思
う
仲

間
が
増
え
る
こ
と
を
、
心
か
ら
願
っ
て
い
る
。
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…………………………………………… 長崎県海と渚環境美化推進委員会

〇
日
時
：
令
和
８
年
７
月
11
日
（
土
）

〇
住
所
：
〒
８
５
９
―
０
１
４
６

　
　
　
　

諫
早
市
高
来
町
金
崎
字
浜
ノ
道

　
　
　
　

諫
早
湾
干
拓
堤
防
管
理
事
務
所
隣
の
海
岸

〇
問
い
合
わ
せ
先
：
長
崎
県
漁
連　

指
導
課

　
　
　
　

Ｔ
Ｅ
Ｌ　

０
９
５
―
８
２
９
―
２
４
１
３

県下一斉浜そうじ 令和８年度担当者会議

　

さ
る
５
月
29
日
に
当
委
員
会
に
お
い
て
担
当
者
会
議
を
開
催
し
、
令
和
７

年
度
事
業
報
告
、
令
和
８
年
度
の
事
業
計
画
や
会
費
の
徴
収
等
に
つ
い
て
協

議
を
行
っ
た
ほ
か
、
今
年
度
の
県
下
一
斉
浜
そ
う
じ
の
開
始
式
の
内
容
に
つ

い
て
協
議
し
ま
し
た
。

　

協
議
・
検
討
の
結
果
、
今
年
度
の
開
始
式
は
諫
早
湾
漁
協
の
協
力
を
得
て
、

諫
早
市
高
来
町
の
金
崎
海
岸
に
て
、
開
催
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
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当
研
修
会
は
、
県
内
定
置
網
漁
業
者
の
漁
撈
技
術
の
向
上
や
連
携
強

化
を
目
的
と
し
て
、
毎
年
、
県
内
外
で
の
漁
場
視
察
や
意
見
交
換
会
を

実
施
し
て
お
り
ま
す
。

　

今
年
度
は
県
内
で
の
漁
場
視
察
を
予
定
し
て
い
ま
し
た
が
、
昨
年
４

月
か
ら
ブ
リ
の
資
源
管
理
が
開
始
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
県
内
の
定
置

網
漁
業
者
へ
の
影
響
が
懸
念
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
漁
場
視
察
に
代

え
て
資
源
管
理
に
関
す
る
勉
強
会
を
実
施
し
ま
し
た
。

〈
講
演
内
容
〉

・「
資
源
管
理
と
Ｔ
Ａ
Ｃ
に
つ
い
て
」

　

長
崎
県
水
産
部　

参
事
監　

晝
間 

信
児　

氏

・「
資
源
評
価
に
つ
い
て
」

　

長
崎
県
総
合
水
産
試
験
場　

科
長　

舛
田 

大
作　

氏

・「
漁
具
と
魚
群
行
動
に
つ
い
て
」

　

長
崎
県
総
合
水
産
試
験
場　

科
長　

舛
田 

大
作　

氏

　

各
講
演
終
了
後
に
は
質
疑
応
答
の
時
間
を
設
け
、
資
源
管
理
に
関
す

る
こ
と
を
は
じ
め
、
長
崎
県

の
水
産
業
全
般
に
関
す
る
質

問
が
多
数
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
研
修
会
終
了
後
に

は
懇
親
会
を
開
催
し
、
県
内

の
定
置
網
漁
業
者
同
士
の
交

流
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

　

な
お
、
当
協
会
の
活
動
や

取
組
に
興
味
を
お
持
ち
の
方

や
、
定
置
網
を
営
ま
れ
て
い

る
組
合
員
の
方
は
、
事
務
局

（
長
崎
県
漁
連　

購
買
課
）
ま

で
お
気
軽
に
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。

　

長
崎
県
適
正
養
殖
業
者
認
定
制
度
と
は
、
安
全
・
安
心

な
養
殖
魚
を
生
産
し
、
そ
の
生
産
履
歴
（
ト
レ
ー
サ
ビ
リ

テ
ィ
）
を
適
切
に
管
理
・
提
供
で
き
る
養
殖
業
者
を
認
定

す
る
制
度
で
す
。
認
定
に
あ
た
っ
て
は
、
長
崎
県
、
大
学
、

消
費
者
団
体
お
よ
び
流
通
団
体
の
代
表
者
で
構
成
さ
れ
る

第
三
者
機
関
（
認
定
委
員
）
が
審
査
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、

種
苗
、
飼
料
、
投
薬
、
養
殖
資
材
な
ど
の
項
目
ご
と
に
認

定
基
準
を
設
け
、
毎
年
更
新
し
て
お
り
ま
す
。

　

当
日
は
、
ま
ず
本
制
度
の
説
明
を
す
る
と
と
も
に
、
認

定
を
受
け
た
養
殖
業
者
が
生
産
し
た
、
長
崎
市
新
三
重
漁

協
の
ブ
ラ
ン
ド
魚
で
あ
る
黄
金
ひ
ら
ま
さ
（
養
殖
ヒ
ラ
マ

サ
）
を
使
用
し
、
会
場
で
解
体
シ
ョ
ー
を
実
施
し
ま
し
た
。

解
体
シ
ョ
ー
で
は
、
当
制
度
の
概
要
や
取
組
内
容
の
紹
介

に
加
え
、
ヒ
ラ
マ
サ
の
捌
き
方
に
つ
い
て
も
説
明
を
行
い

ま
し
た
。
最
後
に
は
刺
身
に
し
て
来
場
者
へ
無
料
配
布
を

行
い
、「
お
い
し
い
！
」
と
い
っ
た
声
が
多
く
聞
か
れ
る

な
ど
、
大
変
好
評
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ま
た
別
ブ
ー
ス
で
は
、
本
協
議
会
が
提
供
し
た
ヒ
ラ
マ

サ
を
使
用
し
た
漬
け
丼
を
学
生
が
販
売
し
、
多
く
の
来
場

者
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

　

本
協
議
会
で
は
、
今
後
も
養
殖
魚
の
安
全
・
安
心
を
Ｐ

Ｒ
す
る
と
と
も
に
、
長
崎
県
適
正
養
殖
業
者
認
定
制
度
の

さ
ら
な
る
認
知
度
向
上
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

長崎大学鴻洋祭でのＰＲ活動について
………………………………………………… 長崎県かん水魚類養殖協議会

令和７年度長崎県定置漁業協会専長研修会を開催
…………………………………………………………… 長崎県定置漁業協会

　

さ
る
５
月
23
日
、
第
57
回
長
崎
大
学
水
産
学
部 

鴻
洋
祭
が
開
催
さ
れ
、
適
正
養
殖
業
者
認
定
制
度
の

Ｐ
Ｒ
活
動
と
し
て
養
殖
ヒ
ラ
マ
サ
の
解
体
シ
ョ
ー
を

行
い
ま
し
た
。

　

さ
る
５
月
14
日
、
長
崎
市
の
ホ
テ
ル
平
安
閣
サ
ン
プ
リ
エ
ー
ル
に

て
、「
長
崎
県
定
置
漁
業
協
会
専
長
研
修
会
」
を
開
催
し
、
長
崎
県

定
置
漁
業
協
会
会
員
及
び
賛
助
会
員
な
ど
約
60
名
が
参
加
し
ま
し
た
。研修会の様子

解体ショーの様子
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ス
ル
メ
イ
カ
及
び
ブ
リ
の
漁
獲
可

能
量
（
Ｔ
Ａ
Ｃ
）
管
理
に
つ
い
て

��

長
崎
県
水
産
部　

漁
業
振
興
課

　

漁
業
関
係
者
の
皆
様
に
は
、
平
素
よ
り
資
源
管
理
へ

の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
、
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま

す
。
今
回
は
、
ス
ル
メ
イ
カ
及
び
ブ
リ
の
漁
獲
可
能
量

（
Ｔ
Ａ
Ｃ
）
管
理
に
つ
い
て
、
直
近
の
全
国
的
動
向
と

県
の
対
応
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

〇�

ス
ル
メ
イ
カ
の
Ｔ
Ａ
Ｃ
管
理
の
令
和
７
管
理
年
度
の

採
捕
停
止
命
令
と
直
近
の
現
状

　

ス
ル
メ
イ
カ
は
、
平
成
10
年
か
ら
Ｔ
Ａ
Ｃ
（
漁
獲
可

能
量
）
に
よ
る
資
源
管
理
が
実
施
さ
れ
て
い
る
魚
種
で

あ
り
、
国
の
研
究
機
関
に
よ
る
資
源
評
価
結
果
に
基
づ

き
、
国
が
漁
獲
上
限
を
設
定
し
て
い
ま
す
。
令
和
４
～

６
管
理
年
度
（
４
月
～
翌
３
月
）
に
つ
い
て
は
、
令
和

３
年
に
開
催
さ
れ
た
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
会
合
で
の
議

論
、
そ
の
後
の
水
産
政
策
審
議
会
で
の
検
討
を
経
て
、

同
３
年
間
の
Ｔ
Ａ
Ｃ
を
固
定
す
る
方
策
が
決
定
さ
れ
、

Ｔ
Ａ
Ｃ
は
、
７
９
，２
０
０
ト
ン
に
設
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

令
和
６
年
度
に
は
、
管
理
方
法
の
見
直
し
の
協
議
が

行
わ
れ
、
令
和
７
管
理
年
度
（
令
和
７
年
４
月
～
令
和

８
年
３
月
）
か
ら
は
、
３
年
固
定
を
や
め
、
管
理
年
度

ご
と
に
新
た
に
Ｔ
Ａ
Ｃ
を
設
定
す
る
こ
と
と
な
り
、
令

和
７
管
理
年
度
の
Ｔ
Ａ
Ｃ
は
、
１
９
，２
０
０
ト
ン
に

設
定
さ
れ
ま
し
た
。
一
方
で
、
ス
ル
メ
イ
カ
は
寿
命
が

１
年
と
短
く
、
海
洋
環
境
の
変
動
に
よ
り
加
入
量
が
大

き
く
変
わ
る
特
性
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
良
好
な
加
入
が

確
認
さ
れ
た
場
合
に
は
、
Ｔ
Ａ
Ｃ
の
数
量
変
更
を
行
う

仕
組
み
が
あ
ら
か
じ
め
設
け
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
同
管

理
年
度
は
北
海
道
か
ら
三
陸
沿
岸
に
か
け
て
豊
漁
が
続

き
、
加
入
を
評
価
の
上
、
９
月
及
び
11
月
に
Ｔ
Ａ
Ｃ
の

数
量
変
更
が
行
わ
れ
、
最
終
的
に
２
７
，６
０
０
ト
ン

ま
で
増
枠
さ
れ
ま
し
た
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
豊
漁
に
よ
り
、
大
臣
管
理
区

分
で
あ
る
「
小
型
す
る
め
い
か
釣
り
漁
業
」（
５
ト
ン

以
上
30
ト
ン
未
満
の
漁
船
）
に
お
い
て
漁
獲
量
が
急
速

に
積
み
上
が
り
、
当
初
配
分
２
，８
０
０
ト
ン
、
Ｔ
Ａ

Ｃ
の
数
量
変
更
等
に
よ
り
４
，９
０
０
ト
ン
ま
で
増
加

し
た
配
分
量
を
、
10
月
中
旬
に
超
過
す
る
事
態
が
発
生

し
、
10
月
31
日
に
は
農
林
水
産
大
臣
が
「
小
型
す
る
め

い
か
釣
り
漁
業
」
へ
の
採
捕
停
止
命
令
を
出
す
に
至
り

ま
し
た
。
そ
の
後
も
追
加
報
告
や
報
告
の
遅
延
の
影
響

も
加
わ
っ
た
こ
と
で
漁
獲
が
積
み
上
が
り
、
最
終
的
に

は
約
２
，０
０
０
ト
ン
の
大
幅
な
超
過
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
当
該
漁
業
は
全
国
か
ら
約
２
，０
０
０
隻
規

模
の
漁
船
が
参
加
す
る
大
臣
管
理
漁
業
で
あ
り
、
い
わ

ゆ
る
「
旅
船
」
と
し
て
所
属
都
道
府
県
以
外
で
水
揚
げ

を
行
う
実
態
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
漁
獲
の
把
握
や
タ
イ

ム
リ
ー
な
報
告
の
困
難
さ
と
い
っ
た
構
造
的
な
課
題
、

Ｔ
Ａ
Ｃ
運
用
上
の
課
題
も
明
ら
か
と
な
り
ま
し
た
。
よ

り
迅
速
か
つ
正
確
な
漁
獲
報
告
体
制
の
構
築
が
重
要
と

な
っ
て
い
ま
す
。

〇�

採
捕
停
止
命
令
を
受
け
た
県
の
対
応
に
つ
い
て

　

県
は
、
こ
の
採
捕
停
止
命
令
が
、
そ
の
後
に
盛
漁
期

を
迎
え
る
本
県
漁
業
者
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
す
問
題

と
し
て
重
く
受
け
止
め
、
速
や
か
に
対
応
を
行
い
ま
し

た
。
採
捕
停
止
命
令
が
発
出
さ
れ
た
同
日
に
、
長
崎
県

知
事
が
長
崎
県
漁
連
会
長
と
と
も
に
農
林
水
産
省
を
訪

問
し
、「
小
型
す
る
め
い
か
釣
り
漁
業
」
へ
の
Ｔ
Ａ
Ｃ

の
追
加
配
分
や
そ
の
操
業
再
開
に
つ
い
て
、
要
望
を
行

い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
採
捕
停
止
の
影
響
を
受
け
る
漁
業
者
の
資
金

繰
り
を
支
援
す
る
た
め
、
相
談
窓
口
の
設
置
や
無
利
子

貸
付
の
特
例
措
置
を
創
設
す
る
な
ど
、
経
営
面
で
の
支

援
も
行
い
ま
し
た
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
前
述
の
と
お
り
漁
獲
が
積
み
上
が

り
、
採
捕
停
止
命
令
が
解
除
さ
れ
る
見
込
み
が
立
た
な

か
っ
た
こ
と
か
ら
、
県
は
、
水
産
庁
や
県
内
の
関
係
漁

業
者
と
協
議
を
行
い
、
長
崎
県
に
配
分
さ
れ
た
Ｔ
Ａ
Ｃ

の
一
部
を
切
り
分
け
、「
小
型
す
る
め
い
か
釣
り
漁
業
」

を
用
船
し
た
来
遊
状
況
調
査
を
実
施
す
る
こ
と
と
し
ま

し
た
。
こ
の
調
査
の
実
施
を
前
提
に
、
国
か
ら
Ｔ
Ａ
Ｃ

の
追
加
配
分
や
、
他
道
県
等
か
ら
Ｔ
Ａ
Ｃ
の
融
通
（
移

譲
）
を
受
け
、
調
査
実
施
の
た
め
の
手
続
き
を
急
い
だ

結
果
、
令
和
７
年
12
月
末
か
ら
「
小
型
す
る
め
い
か
釣

り
漁
業
」
に
よ
る
来
遊
状
況
調
査
と
し
て
、
ス
ル
メ
イ

カ
の
採
捕
を
開
始
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

〇�

今
後
の
ス
ル
メ
イ
カ
の
資
源
管
理
の
方
向
性

　

令
和
７
管
理
年
度
の
対
応
や
関
係
者
と
の
意
見
交
換

を
踏
ま
え
、
水
産
庁
は
、
令
和
８
管
理
年
度
の
Ｔ
Ａ
Ｃ
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を
、
暫
定
的
な
方
法
で
設
定
し
た
上
で
、
令
和
９
管
理

年
度
に
向
け
て
、
ス
ル
メ
イ
カ
の
特
性
を
踏
ま
え
た
管

理
方
式
を
検
討
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　

令
和
８
管
理
年
度
の
、
暫
定
的
な
方
法
に
よ
る
ス

ル
メ
イ
カ
の
Ｔ
Ａ
Ｃ
は
６
８
，４
０
０
ト
ン
（
前
年
比

４
０
，８
０
０
ト
ン
増
）
と
な
り
、
長
崎
県
知
事
管
理

区
分
の
配
分
も
３
，４
９
０
ト
ン
と
な
っ
て
い
ま
す
。

〇�

ブ
リ
の
Ｔ
Ａ
Ｃ
管
理
に
係
る
全
国
的
な
議
論
の
状
況

に
つ
い
て

　

国
は
、
新
た
な
Ｔ
Ａ
Ｃ
魚
種
に
つ
い
て
は
、
Ｔ
Ａ
Ｃ

管
理
に
係
る
各
種
取
組
（
Ｔ
Ａ
Ｃ
報
告
、
Ｔ
Ａ
Ｃ
配
分
、

採
捕
停
止
命
令
の
対
象
と
す
る
か
否
か
、
等
）
を
段
階

的
に
導
入
す
る
こ
と
で
、管
理
に
お
け
る
課
題
の
把
握
・

解
決
等
を
図
り
つ
つ
、
当
該
資
源
の
特
性
や
そ
の
漁
業

実
態
等
に
適
し
た
Ｔ
Ａ
Ｃ
管
理
の
実
現
に
つ
な
が
る
と

し
て
、「
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
管
理
」
と
い
う
考
え
方
を

打
ち
出
し
て
お
り
ま
す
。
主
に
漁
獲
報
告
（
Ｔ
Ａ
Ｃ
報

告
）
の
義
務
化
に
よ
る
情
報
収
集
体
制
の
構
築
を
行
う

ス
テ
ッ
プ
１
か
ら
、
各
都
道
府
県
等
へ
の
試
行
的
な
漁

獲
枠
の
配
分
等
を
行
う
ス
テ
ッ
プ
２
を
経
て
、
漁
獲
枠

の
配
分
と
、
超
過
の
お
そ
れ
が
あ
る
場
合
に
採
捕
停
止

命
令
の
可
能
性
も
あ
る
ス
テ
ッ
プ
３
へ
と
、
複
数
年
か

け
て
段
階
的
に
移
行
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。
ブ

リ
は
、
こ
の
新
規
Ｔ
Ａ
Ｃ
魚
種
の
一
つ
で
あ
り
、
水
産

庁
や
都
道
府
県
と
い
っ
た
行
政
機
関
、
水
産
研
究
・
教

育
機
構
を
始
め
と
し
た
研
究
者
、
そ
し
て
全
国
の
漁
業

関
係
者
が
参
加
す
る
会
議
に
お
け
る
幾
度
か
の
議
論
を

経
て
、
令
和
７
管
理
年
度
よ
り
Ｔ
Ａ
Ｃ
魚
種
と
な
り
、

長
崎
県
内
で
は
令
和
７
年
７
月
か
ら
ス
テ
ッ
プ
１
を
開

始
、
令
和
８
年
７
月
か
ら
ス
テ
ッ
プ
２
に
移
行
す
る
と

こ
ろ
で
す
。

　

ブ
リ
の
Ｔ
Ａ
Ｃ
魚
種
と
し
て
の
特
徴
は
、
①
全
国
で

単
一
の
系
群
で
資
源
評
価
・
Ｔ
Ａ
Ｃ
設
定
が
行
わ
れ
て

お
り
、
38
の
都
道
府
県
と
大
臣
管
理
漁
業
（
大
中
型
ま

き
網
漁
業
）
を
含
め
た
計
39
も
の
区
分
が
、
一
括
の
管

理
対
象
と
な
る
こ
と
、
②
全
国
で
漁
獲
さ
れ
、
ま
た
盛

漁
期
が
多
様
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
管
理
期
間
に
つ
い
て

意
見
が
割
れ
、
４
月
か
ら
翌
年
３
月
で
管
理
を
行
う
グ

ル
ー
プ
Ａ
と
、
７
月
か
ら
翌
年
６
月
で
管
理
を
行
う
グ

ル
ー
プ
Ｂ
に
分
か
れ
て
、管
理
を
行
う
こ
と
、③
モ
ジ
ャ

コ
か
ら
10
ｋｇ
を
超
え
る
寒
ブ
リ
ま
で
、
全
て
の
サ
イ
ズ

を
一
括
で
Ｔ
Ａ
Ｃ
管
理
す
る
資
源
で
あ
る
こ
と
、
等
が

挙
げ
ら
れ
ま
す
。

　

水
産
庁
は
令
和
８
年
１
月
に
開
催
さ
れ
た
「
Ｔ
Ａ
Ｃ

設
定
に
係
る
意
見
交
換
会（
ぶ
り
）」に
お
い
て
、ス
テ
ッ

プ
１
期
間
中
に
、
漁
獲
報
告
体
制
は
一
定
の
整
備
に
至

り
、
管
理
の
課
題
（
都
道
府
県
等
へ
の
配
分
方
法
、
留

保
の
規
模
や
活
用
方
法
、
Ｔ
Ａ
Ｃ
の
繰
入
・
繰
越
・
融

通
ル
ー
ル
等
）
に
つ
い
て
も
、
ス
テ
ッ
プ
２
で
の
試
行

を
経
て
引
き
続
き
解
決
策
の
検
討
を
行
っ
て
い
く
と
の

考
え
か
ら
、
令
和
８
管
理
年
度
か
ら
ス
テ
ッ
プ
２
へ
移

行
す
る
案
を
示
し
、
大
き
な
反
対
意
見
が
な
か
っ
た
こ

と
か
ら
、
令
和
８
管
理
年
度
か
ら
の
ス
テ
ッ
プ
２
へ
の

移
行
が
決
定
し
ま
し
た
。

　

な
お
、
水
産
庁
か
ら
は
、
ス
テ
ッ
プ
２
に
お
け
る
試

行
的
管
理
に
当
た
り
、
以
下
の
よ
う
な
試
行
ル
ー
ル
が

提
示
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

Ａ
：�

各
都
道
府
県
等
に
、
管
理
の
試
行
を
す
る
上
で
参

考
と
な
る
「
試
行
目
安
数
量
」
を
提
示
（
令
和
８

管
理
年
度
の
全
国
Ｔ
Ａ
Ｃ
９
７
，０
０
０
ト
ン
に

対
し
、
長
崎
県
は
５
，６
３
６
ト
ン
）。

Ｂ
：�

初
年
度
の
試
行
目
安
数
量
の
配
分
は
過
去
３
か
年

（
令
和
３
年
か
ら
５
年
）
の
漁
獲
実
績
の
比
率
の

平
均
値
で
行
う
。

Ｃ
：�

各
都
道
府
県
等
の
当
初
配
分
の
15
％
を
上
限
に
、

年
度
を
ま
た
ぐ
Ｔ
Ａ
Ｃ
の
「
繰
入
れ
」・「
繰
越
し
」

が
可
能
。

Ｄ
：
国
の
留
保
は
ゼ
ロ
と
す
る
。

　

ス
テ
ッ
プ
２
は
あ
く
ま
で
管
理
の
試
行
で
あ
り
、
本

県
に
提
示
さ
れ
た
試
行
目
安
数
量
は
、
ス
テ
ッ
プ
３
に

お
け
る
配
分
数
量
と
は
異
な
り
、
こ
れ
を
超
過
す
る
お

そ
れ
が
あ
る
場
合
に
採
捕
停
止
命
令
が
出
る
も
の
で
は

な
い
も
の
の
、
本
格
的
な
Ｔ
Ａ
Ｃ
管
理
で
あ
る
ス
テ
ッ

プ
３
を
見
据
え
、
本
県
に
お
い
て
も
こ
れ
ら
の
ル
ー
ル

に
基
づ
く
管
理
の
試
行
と
検
証
を
行
う
必
要
が
あ
り
ま

す
。

〇�

ス
テ
ッ
プ
２
初
年
度
に
お
け
る
本
県
の
対
応

　

令
和
８
管
理
年
度
（
本
県
で
は
令
和
８
年
７
月
～
令

和
９
年
６
月
）
に
お
い
て
は
、
い
く
つ
か
の
漁
業
種
類

ご
と
に
Ｔ
Ａ
Ｃ
配
分
を
行
っ
た
場
合
に
、
ど
の
よ
う
な

運
用
を
行
え
ば
、
県
内
の
操
業
が
継
続
で
き
る
か
、
ま

た
は
制
約
を
受
け
る
か
、
県
内
の
管
理
体
制
を
ど
の
よ

う
に
構
築
で
き
る
か
等
を
検
証
す
べ
く
、
県
内
配
分
と

管
理
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。
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加
え
て
、
現
在
サ
バ
類
、
マ
イ
ワ
シ
、

マ
ア
ジ
の
Ｔ
Ａ
Ｃ
管
理
で
行
っ
て
い
る

よ
う
な
、
他
の
都
道
府
県
と
大
臣
管
理

区
分
と
の
協
力
に
よ
る
、
全
国
的
な
Ｔ

Ａ
Ｃ
配
分
の
融
通
等
の
運
用
を
通
じ
た
、

柔
軟
な
管
理
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
と

体
制
構
築
に
も
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

す
。

　

こ
れ
ら
の
取
組
の
前
提
と
し
て
、
漁

業
種
類
別
の
ブ
リ
の
日
別
・
月
別
漁
獲

量
の
正
確
な
把
握
は
必
須
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
漁
業
者
や
漁
業
協
同
組
合
職
員

の
皆
様
に
置
か
れ
て
は
、
引
き
続
き
漁

獲
報
告
へ
の
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

〇
お
わ
り
に

　

ス
ル
メ
イ
カ
に
係
る
令
和
７
管
理
年

度
の
事
例
は
、
資
源
管
理
の
重
要
性
と

と
も
に
、
Ｔ
Ａ
Ｃ
管
理
の
運
用
や
漁
獲

報
告
体
制
の
課
題
と
重
要
さ
を
改
め
て

示
す
も
の
と
な
り
ま
し
た
。
本
県
と
し

て
も
、
国
や
関
係
機
関
と
連
携
し
な
が

ら
、
適
切
な
Ｔ
Ａ
Ｃ
管
理
体
制
や
漁
獲

情
報
の
収
集
体
制
を
整
備
し
て
い
く
必

要
が
あ
る
と
認
識
し
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
ブ
リ
に
つ
い
て
は
、
ス
テ
ッ
プ

２
に
お
け
る
試
行
を
通
じ
、
可
能
な
限

り
柔
軟
な
Ｔ
Ａ
Ｃ
管
理
体
制
を
構
築
で

き
る
よ
う
、
取
り
組
ん
で
い
く
考
え
で

す
の
で
、
引
き
続
き
ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
（
公
財
）
漁
船
海
難
遺
児
育
英
会
は
、
漁
船
の
海

難
事
故
（
転
覆
・
衝
突
等
）
や
海
中
転
落
等
の
事

故
に
よ
り
、
親
を
亡
く
さ
れ
た
遺
児
の
経
済
的
・

精
神
的
援
助
を
目
的
に
設
立
さ
れ
、
幼
児
か
ら
小

中
高
生
・
大
学
生
に
学
資
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
教
育
費
の
高
騰
に
よ
り
資
金
的
に
は

ま
だ
十
分
と
は
い
え
ま
せ
ん
の
で
、
今
後
と
も
皆

様
の
温
か
い
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

　

６
月
に
は
次
の
方
々
か
ら
ご
寄
付
を
い
た
だ
き

ま
し
た
の
で
、
こ
こ
に
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す

と
と
も
に
、
紙
上
に
お
名
前
を
掲
載
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。（
敬
称
略
）

【
団　

体
】

▼
長
崎
大
学　

鴻
洋
祭
実
行
委
員
会

▼
な
ぎ
さ
会
（
長
崎
県
漁
連
Ｏ
Ｂ
）

▼
上
五
島
町
漁
業
協
同
組
合

募金ありがとうございます
（公財）漁船海難遺児育英会

長崎大学　鴻洋祭実行委員会
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有
害
赤
潮
対
策
に
つ
い
て

�

長
崎
県
総
合
水
産
試
験
場　

�

海
洋
調
査
部　

漁
場
環
境
科

は
じ
め
に

　

近
年
で
は
、
令
和
５
年
の
夏
季
に
カ
レ
ニ
ア
赤
潮
に

よ
る
漁
業
被
害
（
被
害
額
11
億
）
が
発
生
し
、
令
和
６

年
に
は
県
内
各
地
で
シ
ャ
ッ
ト
ネ
ラ
と
カ
レ
ニ
ア
赤
潮

に
よ
る
さ
ら
に
大
き
な
漁
業
被
害（
被
害
額
約
16
億
円
）

が
発
生
し
ま
し
た
。

　

今
年
は
有
害
赤
潮
の
発
生
が
早
く
か
ら
確
認
さ
れ
て

お
り
、
漁
業
被
害
が
心
配
さ
れ
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
赤
潮
発
生
に
備
え
、
近
年
の
赤
潮
の
発
生

状
況
等
と
漁
業
被
害
を
軽
減
す
る
た
め
の
赤
潮
対
策
に

つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

有
害
赤
潮
５
種
の
赤
潮
発
生
・
被
害
件
数
等

　

総
合
水
産
試
験
場
（
以
下
、
水
試
と
記
す
）
で
は
、

県
内
で
発
生
す
る
赤
潮
の
原
因
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
の
う
ち
、

魚
類
や
貝
類
等
に
へ
い
死
被
害
を
も
た
ら
す
『
有
害
赤

潮
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
』
10
種
類
に
つ
い
て
、赤
潮
情
報
（
注

意
報
、
警
報
）
の
発
信
基
準
を
定
め
て
い
ま
す
。

（h
ttp

s://w
w
w
.p
re
f.n
a
g
a
sa
k
i.jp

/
uploads/2019/05/1557478143.pdf

）

　

こ
の
う
ち
、
図
１
に
示
す
「
シ
ャ
ッ
ト
ネ
ラ
」、「
カ

レ
ニ
ア
」、「
コ
ク
ロ
デ
ィ
ニ
ウ
ム
（
＊
令
和
８
年
に
マ

ル
ガ
レ
フ
ィ
デ
ィ
ニ
ウ
ム
に
改
称
）」、「
ヘ
テ
ロ
カ
プ

サ
」、「
ヘ
テ
ロ
シ
グ
マ
」
が
過
去
に
漁
業
被
害
を
も
た

ら
し
た
主
な
有
害
赤
潮
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
５
種
で
す
。
こ

れ
ら
の
過
去
10
年

間
に
お
け
る
年
別

の
発
生
件
数
、
月

別
の
発
生
件
数
お

よ
び
漁
業
被
害
件

数
を
図
２
～
４
に

示
し
ま
す
。

　

年
別
発
生
件
数

は
、
概
ね
、
10
件

程
度
で
推
移
し
て

い
ま
す
。
令
和
５

年
に
は
17
件
、
令

和
６
年
に
は
23
件
と
増
加
し
て
い
ま
す
が
、
令
和
７
年

は
例
年
並
み
で
し
た
（
図
２
）。

　

月
別
の
発
生
件
数
は
５
～
９
月
頃
に
多
く
、
漁
業
被

害
件
数
で
は
６
～
８
月
頃
に
多
い
こ
と
が
分
か
り
ま
す

（
図
３
、４
）。

　

次
に
、
有
害
赤
潮
５
種
が
増
殖
し
や
す
い
水
温
に
つ

い
て
、
室
内
実
験
で
調
べ
た
結
果
を
紹
介
し
ま
す
。
こ

れ
ら
は
、
種
に
よ
っ
て
差
は
あ
り
ま
す
が
、
水
温
が
概

ね
23
～
30
℃
の
範
囲
で
活
発
に
増
殖
し
ま
す
（
図
５
）。

実
際
に
現
場
で
赤
潮
が
発
生
す
る
水
温
と
な
る
時
期
は
、

６
～
10
月
頃
に
あ
た
り
ま
す
。
特
に
、
梅
雨
や
台
風
の

時
期
は
降
水
に
伴
う
栄
養
塩
の
供
給
が
増
え
る
こ
と
で
、

赤
潮
が
よ
り
発
生
し
や
す
く
な
り
ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
、
小
潮
時
の
滞
留
や
一
定
方
向
の
風
に
よ

る
集
積
、
あ
る
い
は
、
他
海
域
か
ら
赤
潮
水
塊
が
潮
流

で
流
入
す
る
こ
と
等
で
も
赤
潮
が
形
成
さ
れ
る
こ
と
が

知
ら
れ
て
い
ま
す
。

赤
潮
対
策

　

漁
業
被
害
の
軽
減
に
は
、
有
害
赤
潮
プ
ラ
ン
ク
ト
ン

の
出
現
を
早
期
に
把
握
す
る
こ
と
と
、
的
確
な
対
策
を

迅
速
に
講
じ
る
こ
と
が
重
要
で
す
。
次
に
５
つ
の
対
策

を
紹
介
し
ま
す
。

①
赤
潮
原
因
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
の
早
期
識
別

　

水
温
が
23
℃
を
超
え
て
い
る
場
合
に
は
、
海
の
色
や

養
殖
魚
の
様
子
が
少
し
で
も
お
か
し
い
と
思
っ
た
ら
、

海
水
を
採
取
し
、
顕
微
鏡
で
観
察
し
て
プ
ラ
ン
ク
ト
ン

の
種
類
を
判
別
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
は
、
最
寄
り
の

水
産
業
普
及
指
導
セ
ン
タ
ー
も
し
く
は
水
試
に
調
査
を

依
頼
す
る
か
、
採
取
し
た
海
水
を
持
ち
込
ん
で
く
だ
さ

い
。

　

県
は
赤
潮
発
生
水
域
の
関
係
市
町
お
よ
び
漁
協
等
と

協
力
し
て
調
査
を
実
施
し
、
そ
の
結
果
を
赤
潮
速
報
と

し
て
関
係
機
関
に
送
付
す
る
と
と
も
に
、
県
ホ
ー
ム

図１．有害赤潮プランクトンの顕微鏡写真

図２．有害赤潮の発生件数の推移（種類別）図４．月別の赤潮被害発生件数（種類別）

図３．月別の有害赤潮発生件数（Ｈ28～Ｒ７）図５．有害赤潮 5種の増えやすい水温の範囲

水産試験場だより
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ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

（h
ttps://w

w
w
.pref.n

agasaki.jp/bu
n
ru
i/

shigoto-sangyo/suisangho/gyogyo-shinko/
suisan-shiken-suishi-nu-su/suisan-shiken-
suishi-nu-su-akashiosokuho/

）

　

ま
た
、
国
立
研
究
開
発
法
人　

水
産
研
究
・
教
育
機

構
水
産
技
術
研
究
所
が
運
用
を
し
て
い
る
「
赤
潮
分

布
情
報
」（https://akashiw

o.fra.go.jp/

）
で
は
、

有
明
海
や
伊
万
里
湾
等
、
隣
接
し
て
い
る
他
県
の
赤
潮

情
報
等
も
パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
見
る
こ
と

が
可
能
で
す
の
で
、
赤
潮
監
視
の
参
考
に
し
て
く
だ
さ

い
。

②
有
害
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
の
移
流
予
測

　

近
年
は
、
赤
潮
化
し
た
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
が
潮
流
等
に

よ
っ
て
移
動
す
る
こ
と
で
赤
潮
が
広
域
化
す
る
こ
と
が

問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
令
和
６
年
に
長
崎
県
内
で
大

き
な
被
害
を
出
し
た
赤
潮
は
、
有
害
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
が

潮
流
等
に
よ
っ
て
各
地
へ
移
動
し
、
各
海
域
で
増
殖
・

集
積
の
条
件
が
整
う
こ
と
で
、
県
南
部
か
ら
北
部
に
か

け
て
赤
潮
化
し
た
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

水
試
で
は
、
あ
る
海
域
で
発
生
し
た
有
害
赤
潮
の
プ

ラ
ン
ク
ト
ン
が
そ
の
後
、
い
つ
、
ど
こ
へ
移
動
す
る
か

と
い
っ
た
移
流
予
測
に
大
学
と
共
同
研
究
で
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。
移
流
予
測
で
は
、
赤
潮
調
査
等
で
得
ら
れ

た
デ
ー
タ
を
も
と
に
、
数
日
～
１
週
間
先
程
度
の
有
害

赤
潮
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
の
分
布
状
況
を
推
定
し
ま
す
。
こ

の
予
測
し
た
情
報
に
基
づ
い
て
、
水
試
か
ら
現
場
へ
注

意
喚
起
を
行
い
ま
す
。

③
赤
潮
発
生
漁
場
で
の
養
殖
魚
へ
の
餌
止
め
等

　

有
害
赤
潮
は
、
魚
類
の
呼
吸
器
官
で
あ
る
鰓
組
織
に

ダ
メ
ー
ジ
を
与
え
ま
す
。
他
方
で
、
魚
類
は
餌
を
消
化

す
る
た
め
に
多
く
の
酸
素
を
消
費
し
ま
す
。
有
害
赤
潮

の
発
生
時
に
養
殖
魚
に
餌
を
与
え
る
と
、
酸
素
が
取
り

込
み
に
く
く
な
り
、
へ
い
死
の
リ
ス
ク
が
高
く
な
り
ま

す
。

　

ま
た
、
餌
の
残
滓
等
は
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
の
栄
養
源
に

も
な
り
、
赤
潮
の
長
期
化
に
つ
な
が
り
ま
す
。
こ
の
た

め
、
赤
潮
発
生
時
に
は
餌
止
め
を
励
行
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
魚
が
罹
病
し
て
い
る
と
、
酸
素
欠
乏
に
弱
く

な
り
ま
す
の
で
、
赤
潮
発
生
時
期
の
前
に
魚
病
の
対
応

を
済
ま
せ
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

④
有
害
赤
潮
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
の
駆
除

　

シ
ャ
ッ
ト
ネ
ラ
、
カ
レ
ニ
ア
、
コ
ク
ロ
デ
ィ
ニ
ウ
ム

等
の
有
害
赤
潮
に
は
、モ
ン
モ
リ
ロ
ナ
イ
ト
系
粘
土（
入

来
モ
ン
モ
リ
等
）
を
海
水
に
溶
か
し
て
散
布
す
る
こ
と

で
有
害
赤
潮
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
の
細
胞
が
崩
壊
、
凝
集
し
、

駆
除
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
赤
潮
が
広
が
っ
て
い
な

い
発
生
初
期
に
散
布
す
る
こ
と
で
、
被
害
の
防
止
に
つ

な
げ
た
例
が
あ
り
ま
す
。
粘
土
散
布
に
つ
い
て
は
、
鹿

児
島
県
水
産
技
術
開
発
セ
ン
タ
ー
作
成
の
「
改
良
粘
土

を
用
い
た
赤
潮
被
害
防
止
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
が
公
表
さ
れ

て
い
ま
す
の
で
、
参
考
に
し
て
下
さ
い
。

（h
ttp
s://kago

sh
im
a.su

igi.jp
/akash

io
/

new
H
P/

）

⑤
赤
潮
か
ら
の
回
避

　

生
簀
等
の
養
殖
施
設
を
移
動
（
緊
急
移
設
）
す
る
場

合
は
、
県
漁
業
振
興
課
も
し
く
は
関
係
振
興
局
水
産
課

と
協
議
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。
移
動
に
際
し
て
は
、
赤

潮
の
中
を
通
ら
な
い
こ
と
は
も
と
よ
り
、
養
殖
魚
が
輸

送
中
に
ス
ト
レ
ス
を
受
け
な
い
よ
う
、
魚
の
動
き
や
生

簀
の
移
動
速
度
等
に
充
分
配
慮
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
、
生
簀
を
移
動
せ
ず
に
実
施
で
き
る
対
策

と
し
て
、
足
し
網
が
あ
り
ま
す
。
足
し
網
は
、
通
常
の

養
殖
網
に
網
を
継
ぎ
足
し
て
底
網
深
度
を
延
ば
す
こ
と

で
、
養
殖
魚
が
赤
潮
を
回
避
で
き
る
ス
ペ
ー
ス
を
確
保

す
る
方
法
で
す
。
水
試
で
は
、
こ
の
足
し
網
の
被
害
軽

減
効
果
に
つ
い
て
も
調
べ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

以
上
が
対
策
に
つ
い
て
の
紹
介
に
な
り
ま
す
が
、
過

去
に
大
き
な
被
害
が
あ
っ
た
海
域
に
つ
い
て
は
『
赤
潮

対
策
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
』
が
策
定
さ
れ
て
お
り
、
関
係
機

関
と
連
携
し
て
随
時
見
直
し
を
行
っ
て
い
ま
す
。

（h
ttps://w

w
w
.pref.n

agasaki.jp/bu
n
ru
i/

shigoto-sangyo/suisangho/gyogyo-shinko/
suisan-shiken-suishi-nu-su/suisan-shiken-
suishi-nu-su-akashiotaisakugaidorainn/

）

お
わ
り
に

　

赤
潮
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
の
顕
微
鏡
観
察
、
自
主
監
視
体
制

の
事
例
紹
介
等
、
赤
潮
に
関
す
る
研
修
等
の
ご
要
望
や
ご

不
明
な
点
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
最
寄
り
の
水
産
業
普
及

指
導
セ
ン
タ
ー
ま
た
は
水
試
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

�

（
担
当　

石
川　

裕
平
）

県関係機関の連絡先

漁 業 振 興 課　０９５－８９５－２８25（漁業調整担当直通）
水産加工流通課　０９５－８９５－２８７１（養殖・輸出振興担当直通）
総合水産試験場　０９５－８５０－６３１６（漁業環境科直通）
水産業普及指導センター
　　　　　県央　０９５－８５０－６３７１
　　　　　県北　０９５６－２５－５９０２（水産課直通）
　　　　　県南　０９５７－６４－０４８７
　　　　　五島　０９５９－７２－２２５４（水産課直通）
　　　　上五島　０９５９－５２－３７４７
　　　　　壱岐　０９２０－４８－５２１２（水産課直通）
　　　　　対馬　０９２０－５２－００５８

水産試験場だより
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海の安全レポート
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TEL.095-826-0211　FAX.095-825-0538
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漁協は、ＪＦグループへ。

ＪＦブランド商品

漁船用エンジンのための最高級オイル。
〈エンジンオイル〉
　大漁スーパー
　大漁ロイヤル
　大漁ＬＬ
〈油圧作動オイル〉
　大漁ハイドロスーパー
〈冷凍機オイル〉
　大漁ベストクール

海には、ＪＦマークの商品を。
　

問い合わせ先　　　ＪＦ全漁連　購買事業部　石油第２課　　TEL　03-6222-1323
問い合わせ先　　　ＪＦ長崎漁連　購 買 課　 　　TEL　095-829-2419

ＪＦグループ

お問い合わせは、長崎県漁連 購買課まで　TEL  095-829-2418～2420

自
分
の
命
は
自
分
で
守
る
！

わ
ず
ら
わ
し
さ
と
窮
屈
さ
か
ら
解
放
！

ベ
ス
ト
感
覚
で
着
れ
る

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ナ
ブ
ル
な
ラ
イ
フ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト

常
時
着
用
型
救
命
胴
衣（
自
動
膨
張
式
）

反射リフレクター
エアー吹入補充バブル
ホイッスル
炭酸ガスボンベ
手動レバー

長崎県漁連 WEBサイトアドレス
http://www.nsgyoren.jf-net.ne.jp/

発行／長崎県漁業協同組合連合会
〒 850-8686　長崎市五島町２番 27号　TEL095-829-2413

年間購読料 2,000 円（会員の購読料は会費に含む）
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「ギョレンオイル大漁」
発売から50年

中・小型漁船の高速エンジン用（SAE30、40、15W-40）

大・中型漁船の中・低速エンジンオイル（SAE30、40）

大・中型漁船の長期航海用（30、40）
小型高出力エンジン用のロングライフオイル（15W-40）

耐荷重性に優れた漁船用油圧作動油（ISO VG32、46）

陸上冷凍装置から遠洋漁業の超低温冷凍装置まで
（ISO VG32、46）

「ギョレンオイル大漁」は、漁船で使用される機
械とその使用条件を考慮して定めた規格に合わせ
て開発した、漁船のためのエンジンオイルです。


